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       巻 頭 の こ と ば

 京 都 大 學 化 學 研 究 所 が 昭 和 元 年 に 創 立 サ られ・ 所 属 八

研 究 室 の 研 究 業 績 は 大 阪 市 に 於 い て 講 演 會 に 公 表 せ られ

た.そ の 研 究 内 容 は 化 學 研 究 所 講 演 集 と し て 刊 行 せ ちれ

化 學 に 關 係 あ る 公 私 研 究 機 關 又 敏 育 機 關 に 贈 呈 し,一 部

は 丸 善 書 店 を 通 し て,梯 下 費 却 に鷹 じ て い た.爾 來 第 二

次 世 界 大 載 の 時 戴 に直 面 し っ つ も登 刊 を つ づ け,既 に 第

十 七 輯 に 及 ん だ.

 今 日吾 國 は そ の 再 建 の 難 局 に 當 面 し,山 積 す る解 決 す

べ き諸 問 題 の 中 に 介 在 し て,科 學 者 の 使 命 の 緊 急 な る を

痛 感 し て ゐ る・ 化 學 研 究 所 は 理・工,農 ・讐 學 部 の 化 學 に

關 係 あ る もの を 綜 合 し て,今 日二 十 六 研 究 室 を そ の 内 容

に 持 ち,そ の 理 論 的 又 慮 用 的 研 究 を 使 命 と し て,日 本 再

建 の 目 的{こ 精 進 し て ゐ る.研 究 は そ の 成 果 の 公 表 に 依 つ

て 完 結 す る こ とは 論 を ま だ な い の で あ る が,そ の 公 表 は

忠 實 に し て・ 機 を 失 す る こ と な く・ 出 來 る か ぎ り廣 範 園

に 普 及 す べ き は,登 表 者 も亦 讃 者 も と も に 喜 ぶ 所 で あ る.

研 究 所 の 研 究 内 容 が そ の 外 部 の 研 究 機 關 や 工 場 と接 鯛 す

る こ と は, そ の 研 究 成 果 の 債 値 の 生 ず る 第 一 歩 と 思 う.

こ れ らの 貼 に つ い て 色 々 の 計 書 を 勘 考 しカ の で あ るが,

今 度 各 方 面 の 助 言 と後 援 を 得 て,化 研 講 演 集 刊 行 魯 を 設

け,化 學 研 究 所 に 行 わ れ た 綜 合 講 演 及 び 毎 月催 す 常 會 講

演 に 研 究 所 の 研 究 業 績 を 加 え た もの を 化 研 講 演 集 と し て

刊 行 し,一 般 に そ の 購 讃 をお 願 い し,廣 く流 布 す る もの

に し た い.



 本 誌 は 化 學 研 究 所 登 行 の 京 都 大 學 研 究 所 講 演 集 の 巻 藪

を 綴 績 し,そ の 内 容 は研 究 所 研 究 成 果 の 全 姿 を 反 映 す る

も の で あ る・ 本 巻 は 紙 面 の 都 合 に 依 つ て 報 交 内 容 に 制 限

を し た こ と は 遺 械 に た え な い が,今 後 は 全 文 報 告 の 掲 載

を希 望 す る.魅 末 の 英 文 題 目 も英 文 抄 録 と し て 内 容 公 示

を 國 際 的 に し た い.然 し今 日の 出 版 駅 勢 は 決 し て 容 易 な

もの で な い め で,刊 行 會 は 今 後 多 くの 難 局 に 直 面 す る と

思 う.そ れ に は 各 方 面 の 援 助 を 願 う と と も に,不 噺 の 努
          コ

カ に 依 つ て 難 關 を 突 破 し,本 會 の 螢 展 を 期 し,そ の 目 的

を遽 成 し た い と念 願 し て ゐ る.

 昭和廿四年二月十一日

       化研講演集刊行會長 内 野 仙 治
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第lb可(昭 和21年10月4日)

 近 蔭 金 助:常 會創始の聯

 宍 月 圭 一:DDT及 び其の他の殺虫剤の化學

 中 井 利 三 郎:有 機アンチモニー・一ノL化合盟
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 小 野 宗 三 郎:液 艦燃料の褒火に及ぼす表面の影響

 蹄 山  亮:尿 素の合成 に就て
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第4回 (昭和22年1月24日)

 古 川 淳 二:ゴ ムに於 ける二,三 の問題

第5回(昭 和22年2月21日)

 水 渡 英 二:液 相反慮の熟解析的研究
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 岡 村 誠 三:●混合重 合

 内 藤i良 一:ペ ニシリンの話

第8回(昭 禾022年5月16日)

 山 北 逸 郎:オ ルガ ノゾルに就て

 干 田 秀 樹:金 騙並に合金の固艦結晶内に於ける化學的結合の様式

第9回 (昭和22年6月20日)

 川 上 博:合 成のテグスに就て
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 古 川 淳 二:有 機化學 より見た重合反慮

 富 久 宏 太 郎:ゴ ムの可塑性について
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ac 14回 (昭 和23年1月301D

 川 上   博:共 後の合 成テグスに關 す る研究
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 田 代  仁:金 婦 とガ ラスの融 ・}樋程 について

第16[酊  (ll召F023イト3JJ26日)

 鳴 海   元:分 子hl樋 倫 にお け る二,三 の基 礎的問題 につ いて

 団 中 哲 郎:チ タン系牛導燈について

第17回 (昭 和23{F- -Uj 30日)
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多r互18fLJI  (日召看023/1三5/j l 8日)

 菟  原  逸  工りJ :∫燭娼ヒ反確iとゴ舌セk{ヒエ ネノレギr-一

第19回 (lll{和23年6月2511)

。劣 塁1藤 邪 フオルムア・レデ・・の鯉 合鷹 とその灘 に芳党て
 山 北 逸 郎:米 糠 の利用 と農付工業

第20回  ( 1i{1'023益ト7,]16日)

 磯 島 敏 三:ア セ トアル デゐイ ドの ア七 トンへの接燭 的樽換
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 金 井 英 三:氣 和 熱反慮 につ いて

第221uil  (ir昌不【i236iこlqノ」22 Lエ)

 小 泉 直 一:透 電恒数の測 定法 と二,三 の測定結 果 に就 て

 石 割 隆 太 郎;鑛 泉 に含 まれ るTh含 有 量 の測 定

第23回 (昭 和23年11JJ2斗il)

 幅 田 鮪 作:硫 酸 聴パルプに關す る研究

負苫24回  (ri召禾023iF12/jl71i)

 柳 父 琢 治;押 出 に關す る二,三 の實瞼

 竹 崎 嘉 眞:メ チ ール基 とメチeル アル コール との反慮

第25回 (昭 和2斗年1月211D

。舗 蝋 ・米翻 唖 合・就て
        第1報 加熱重合に劃する添加物の影響

        第2報 ●重合油の減墜分溜
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              編 輯 あ と が き

 本誌刊行の圭旨は讐頭の言葉に述べ られた蓮 りで皆援に御賛同して戴ける事 と思 う.

 化學研究所は50入 以上の教授助教授を有し,そ の研究も純粋牝學,慮 用化學,物 理學,農 學

讐學,金 罵工學,電 氣工學等にわた り,且 つ其等の研究が有慶的に結合 されて居るもので,そ

の報告を一一書に集成 される事は望 ましい.叉 一一研究室にτ数年,'i激 乍 にわたる研究 も少 くな

く,こ れが研究者本入に依 り綜説される事 も必要な事である 他 に學會誌,綜 合雑誌多数ある

中に敢えτ本誌を刊行 した理由はこ～にある.こ の黙御了察賜 り度い.本 號は幸い湯川博士及

び奮堀場研究室 よb玉 稿を賜つたが,爾 者 とも恩賜賞受賞者であつT,今 後 もこの程度のもの

を毎號一つは得たいと思つてゐる,講 演要旨は昭和22年ll月 の化研講演會で獲麦 された研究の

大要である.

 次號刊行は6月 頃の豫定で,昨 年10月 化研講演曾で螢表 きれた講演要旨数十件,及 び綜報数

件 を揚載 したいと思つτ居る.出 版界も漸 く好況時代を過ぎた今出 この種の ものを刊行する

事の経酒的困難は皆様 も了解 して頂ける事 と思 うが,現 に本號の出版費 も定償を非常 に超過 し

てゐる.現 在は賛助金より費用を充當してゐるが,こ の意味で碕多歎の好意ある御援助をお願

ひする.し かし早 く多歎の誼者を得て補助金なしで も刊行出來 る檬にしたい.毎 年2回 刊行の

豫定であるが,之 も4回 位にした く,叉 講演報告の他原報 も探録 したく,こ の他希望は多い.

切 に皆様の御撰i助をお願いしたい.(古 川記す)
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